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＜連絡事項＞
・受診オーダー忘れが多い為、各勤務帯で終了時に確認して下さい。
＜移動＞
・松谷　さと子様～療養環境変更目的にて東Aユニット14号室→東Bユニット2号室へ移動。
・飯田　修子様～療養環境変更目的にて東Bユニット2号室→東Aユニット16号室へ移動。
・西舘　力哉様～療養環境変更目的にて、東Ｂユニットから西Ｂユニットへ転出。
＜患者様連絡事項＞
・松田　善治様～絶食は継続、本日昼から内服再開の指示となるが内服困難時には無理しないよう追加指示受ける。点滴は継続処方となり主管3本キープ、側管から抗生剤とネオフィリン注+生食100ｍｌが処方となる。
・木村　格治様～就床前薬のリスペリドン内用液（0.5）1Ｐ　14日分処方。
・佐藤　ミツ子様～昨日ジプレキサ筋注施行後から不穏状態見られない為、IFオーダーにて不穏時ジプレキサ筋注の指示が追加となる。
・澤口　利香様～便秘や不安感等訴え聞かれており、IFオーダーが数点追加となっている。
・下村　慶子様～経管栄養各食１P開始しているが、週末に消化器症状の訴えが出現する可能性ある為、点滴も来週まで継続処方となる。点滴は継続困難であれば無理しなくてもよいと指示あり。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。開放中はホール内を徘徊している。他者とのトラブルはなく対応も穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。叫ぶ事無く落ち着いて自室で過ごしている。過度な訴えも無く対応も穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。ドア蹴りなし。開放時は他者へ付き纏う事あり適宜介入している。また、開放観察終了時に入室を拒否する事ありスタッフ2名で対応している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時の時間隔離中。私服に関する訴え多いが対応は穏やか。衝動行為もない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両上肢のみ身体拘束中。体動・話し掛け活発で、拘束を外すよう要求し、MGチューブを抜去するよう訴え聞かれている。自らもチューブを弄ろうとする様子見られ介入要している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。活気無く臥床しており、MGチューブを気にする様子は無い。拘束部の循環障害は見られない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ19:00～8:00身体拘束中。ベッド上での運動見られるが、立ち上がり等の危険行為は見られない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温37.1℃　他バイタルサイン異常無し。活気なく傾眠傾向見られて
　いるが、疼痛の訴えは無い。





・松田　善治様～体温37.1℃～38.0℃　他バイタルサイン異常無く、酸素飽和濃度97～99％。痰鳴あるが自己排痰出来ており、喘鳴は聞かれない。馬渡Ｄｒへ状態報告し、本日昼から内服再開の指示受けるが嚥下困難あり。再度状態報告し絶食継続、点滴3本キープの指示を受ける。内服に関しては無理しなくて良いと指示あり。
・佐藤　ミツ子様～食事は朝食のみ拒食するが昼食は全量摂取。服薬の拒否もなく対応穏やか。易怒性、粗暴行為なくホールで静かに過ごしている。
・三上　ミヨ様～食事は朝数口、昼は1/3摂取。指示の点滴実施しているが自己抜去あり見守り要している。不穏は無く対応は穏やか。帰宅要求もない。

＜田名部Dr患者様診察情報＞
・立花　圭様～2/21　定期処方よりオランザピンＯＤ5㎎→10㎎、シクレスト中止、ロドピン中止、その他同内容にて継続処方あり。
　　　　　　　2/27　定期処方よりビベリデン中止、オランザピンＯＤ10㎎→15㎎へ変更、その他同内容にて継続処方あり。
・澤村　彬様～2/22　臨時薬よりゾデピン25㎎追加処方、その他同内容にて継続処方あり。
・袴田　将志様～10：30　精神運動興奮落ち着き、時間隔離終了となる。
　　　　　　　　2/22　臨時薬よりオランザピンＯＤ15㎎→20㎎、フルメジン3㎎→コントミン75㎎へ変更となり、その他同内容にて継続処方あり。
・瀧又　富造様～2/22　臨時薬継続処方あり。
・小澤　和子様～2/22　臨時薬継続処方あり。
・丹内　栄子様～2/27　定期薬継続処方あり。
・江刺家　キヨ様～2/27　定期薬継続処方あり。
・工藤　悦子様～2/22　臨時薬継続処方あり。退院支援進めるよう話しあり。
・畑中　成夫様～2/27　定期薬継続処方あり。
臀部のできものにアズノール軟膏継続塗布指示。
・安達　貴浩様～2/27　定期薬継続処方あり。ウリモックス処方あり。

・高屋敷　良子様～2/22より臨時薬継続処方あり。酸素、吸引、点滴継続指示。
　　　　　　　　　白湯100ｍｌのみ流出し様子みるよう指示あり。

＜皮膚科診察情報＞

・下村　慶子様～足の処置は終了。右手首に水疱あり、アズノール塗布の指示。
・見付　幸一様～褥瘡部の処置はイソジンシュガーパスタ+ガーゼ保護に変更。
1日2回実施の指示。

・藤嶋　孝光様～両下腿の皮膚乾燥あり、慢性湿疹の診断にてデルモゾ―ルDP軟膏2本処方、塗布の指示。

・他同内容処置継続

＜新入院患者様情報＞

  氏　　名：阿部　わかえ様

　生年月日：昭和24年7月22日　　69歳

　病　　名：うつ病

　性　　別：女性

　主治　医：深澤Dr

　入院形態：任意入院　（当院4回目）

　病　　棟：東Dユニット

　(経過）

　H29.5.9当院退院後は、当院外来を定期的に受診。

　H31.2.14に家族のみ受診。2/14以前の診察以降からもうつ状態は顕著な状況で　あり、自発性の低下や抑うつ気分が顕著で活気なく、家事や散歩読書もまったく行っ

ていない。食事はなんとか摂れている様子。

　H31.2.19家族より入院治療の希望あり、H31.2.21外来受診時に本人へ入院の必要性について説明。本人同意した事から、11：50東病棟Ｄユニットへ任意入院となる。
(備考)
・家族洗濯
・嗜好品は差し入れ
・インフルエンザ予防接種済み
